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研究の目的 

本研究では, You Tubeコンテンツのジャンルに
着目し, コメント機能の利用状況について明らか
にすることを目的とした。コンテンツのジャンル

は, 「音楽」, 「ゲーム」, 「アニメ」, 「芸能」, 
「お笑い」, 「チャレンジ」, 「コスメ」, 「雑談」, 
「教育」, 「バーチャル」, 「料理」, 「スポーツ」, 
「紹介」, 「運動」, 「旅行」, 「ドキュメンタリ
ー」, 「ペット」の 18種に設定した。 

方法 

手続き及び調査参加者  クラウドワークス 
(Crowd Works) 上で 「YouTube を週に 30 分以上視
聴し) 動画 (にコメント / のコメントを閲覧) する
ことがある⼈を募集し, Web 上で以下の質問項⽬に
回答を求めた。分析の対象としたのはコメント投稿
者 (N=231, 男性 123 名, ⼥性 107 名, その他 1 名, 
Mage (SD)=39.97 (9.36) 歳 , 平 均 利 ⽤ 時 間 
(SD)=10.96 (11.87) 時間), 及び閲覧者 (N=217, 男性
101名, ⼥性 106名, Mage (SD) =40.79 (10.50), 平均利
⽤時間 (SD)= 9.35 (9.67) 時間) であった。 
コメント機能に関連する尺度  コメント投稿者に
は, コメント投稿動機尺度 (21 項⽬), 閲覧者には, 
コメント閲覧動機尺度 (19 項⽬) についてそれぞれ
5件法で回答を求めた (井川・中⻄, 2024)。投稿動機 
(Post) は, 他ユーザーへのアピール (α=.84), 配信者
とのつながり (α=.88), 気持ちの吐き出し (α=.79), 
匿名性  (α=.87), あらし  (α=.84), 閲覧動機  (View) 
は知識探求 (α=.84), ⾃⼰査定 (α=.86), 他者意⾒参
照  (α=.79), 効率的情報収集  (α=.84), ひまつぶし 
(α=.76) の因⼦で構成された。 
ジャンルごとのコメント利用頻度  「以下のジャ
ンルごとに, あなたがどの程度動画を (視聴するか 
/ コメントするか / コメントを閲覧するか) につい
て回答してください」と教⽰し, 6件法で尋ねた。以
下, それぞれアクセス頻度, コメント投稿頻度, コ
メント閲覧頻度とする。 

結果 

ジャンルの特徴について抽出するためアクセ

ス頻度, コメント投稿頻度, コメント閲覧頻度の

ランキングを基準としたクラスター分析  (Wald
法) を行った結果, 高アクセスコメント不活性型, 
中アクセスコメント投稿優位型, 平均型, 低アク
セスコメント活発型の 5つに分類された。 
コメント投稿動機について確認したところ , 

「紹介」, 「乗り物」を除くすべてのジャンルに
おいて他ユーザーへのアピール (Post) による有
意な正の標準偏回帰係数が認められた。また, 気
持ちの吐き出し (Post) は, 「お笑い」, 「スポー
ツ」 , 「芸能」 , 配信者とのつながり  (Post) は , 
「紹介」, 「雑談」, あらし (Post) は「ドキュメ
ンタリー」のみで有意な正の標準偏回帰係数が認

められた。匿名性 (Post) はどのジャンルでも有
意な係数は認められなかった。次に, コメント閲
覧動機について確認したところ , 知識探求 
(View) は, 「料理」, 「ゲーム」, 「スポーツ」, 
「アニメ」において有意な正の標準偏回帰係数が

認められた。また, 自己査定 (View) は, 「お笑
い」, 「芸能」, 「雑談」, 他者意見参照 (View) 
は, 「紹介」のみ, 効率的知識探求 (View) は, 「旅
行」, 「運動」, 「チャレンジ」, 「コスメ」, ひ
まつぶし (View) は, 「芸能」, 「アニメ」で有意
な正の標準偏回帰係数が認められた。 

考察 

本研究では, You Tubeコンテンツのジャンルに
着目し, コメント機能の利用状況について検討し
た。YouTubeユーザーのコメント行動について
包括的に検討した先行研究 (井川・中西, 2024) で
はそれぞれの頻度と関係が認められなかった投稿, 
閲覧動機の下位因子であっても, ジャンルに分けて
の分析では効果が認められることや, コンテンツ
の種類によってコメントの利用状況が異なるこ

とを浮き彫りとなった。 
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